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１ は じ め に

秋田県水稲良食味ラインナップの早生早として開発

された「秋のきらめき」は平成27年度から一般作付け

の予定である。「秋のきらめき」はいもち病抵抗性、耐

倒伏性、耐冷性が強化された品種である。１）品種特性

を生かし、高品質・良食味米生産を行うためには適正

な収量を目標にして栽培する必要がある。このことか

ら高品質を確保できる適正収量を明らかにし、その収

量のための収量構成要素および時期別の理想生育量を

明らかにした。

２ 試 験 方 法

(1) 耕種概要

1) 試験年次：2010年から2013年

2) 試験場所：秋田県農業試験場内水田ほ場

3) 土壌タイプ：細粒グライ土

4) 栽培方法：中苗移植栽培、栽植密度21.2株/㎡

5) 施肥方法：基肥全層施肥（N 0～0.7kg/a）

追肥（N 0～0.4kg/a）

幼穂形成期、減数分裂期のいずれか

または両時期

(2)年次別試験区数

2010年：4、2011年：6、2012年：4、2013年：4

３ 試験結果及び考察

(1)目標値設定に用いたデータの基本統計量

施肥量の平均値は0.69Nkg/a、最小値はONkg/a、最大

値は1.1Nkg/aであった。穂数の平均値は403本/㎡、最

小値は321本/㎡、最大値は502本/㎡であった。総籾数

の平均値は26.5千粒/㎡、最小値は17.9千粒/㎡、最大

値は36.8千粒/㎡であった。精玄米重の平均値は56.3kg

/a、最小値は36.8kg/a、最大値は76.6kg/aであった。

精玄米タンパク質含有率の平均値は6.5%、最小値は5.3

%、最大値は7.2%であった（表１）。

(2)目標収量

高品質・良食味米として、玄米外観品質が3以下、精

玄米タンパク質含有率が6.5以下で、安定生産を行うた

めの目標収量は57kg/aとした。57kg/aより多収になる

と玄米外観品質と精玄米タンパク質含有率が高くなる

傾向であった（図１）。

(3)籾数と収量の関係

総籾数が増加すると精玄米重が増加する傾向にあり

（図２）、また１穂籾数が増加すると精玄米重が増加す

る傾向にあった（図３）。目標収量を確保するための総

籾数の目標値は27.0千粒、１穂籾数は70～75粒とした。

その場合の登熟歩合および千粒重は目標値87～93%、23.

4gとした（表２）。

(4)1穂籾数および穂数と収量の関係

目標収量57kg/aを確保できる1穂籾数70～75の場合の

穂数は目標値350～400本/㎡となる(図４)。

(5)目標収量のための時期別目標生育量

秋のきらめきは早の早であることから、最高分げつ

期と幼穂形成期が同時期になる。この時期の茎数と穂

数の関係から穂数を350～400本/㎡確保するための幼穂

形成期の茎数は目標値450～500本/㎡とした(図５）。こ

れらと同様の解析を行い、6月25日の茎数の目標値を40

0～450本/㎡とした。葉緑素計値および葉数は目標収量

を確保し、穂数および茎数の目標値を確保した生育か

ら解析し（図省略）、葉緑素計値は6月25日の目標値を4

1（39～43)、最高分げつ期・幼穂形成期の目標値を39.

8とした。葉数は最高分げつ期・幼穂形成期に10（9～1

0）、最終葉齢は11.7（11～12）とした（表３）。

４ ま と め

「秋のきらめき」の玄米外観品質が良好で、精玄米

タンパク質含有率が低い目標収量は57kg/aで、そのた

めの穂数は350～400本/㎡、総籾数は27.0千粒/㎡、1穂

籾数は70～75粒、登熟歩合は87～93%、千粒重は23.4g

である。また目標収量のための6月25日の茎数は400～4

50本/㎡、最高分げつ期・幼穂形成期の茎数が450～500

本/㎡、葉緑素計値が39.8で、最終葉齢は11.7である。

－ 5 －

あ い う
5 6東北農業研究（Tohoku Agric. Res. ）67, 　 －　  （2014）



表１ 目標値設定に用いたデータの基本統計量(n=18)

図1 精玄米重が玄米外観品質に及ぼす影響 図2 総籾数が精玄米重に及ぼす影響

図３ 1穂籾数が精玄米重に及ぼす影響 図4 精玄米重と1穂籾数が穂数に及ぼす影響

表2 目標収量および目標収量構成要素

表3 目標収量のための時期別生育量

図5 幼穂形成期の茎数が穂数に及ぼす影響
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施肥量（基肥＋追肥）　 （Nkg/a) 0.69 - - 0 1.1
穂数 （本/㎡） 403 58.1 394 321 502
総籾数 （千粒/㎡） 26.5 4.9 26.3 17.9 36.8
精玄米重 （kg/a） 56.3 10.3 54.5 38.6 76.7
精玄米タンパク質含有率 （％） 6.5 0.52 6.54 5.3 7.2
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